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【目的】雇用状況が長期的に心理的ストレスに及ぼす影響についての関心が高まっている。本研

究では、ケスラー6 項目心理的苦痛尺度（K6）を用い、COVID-19 パンデミック期間を含む長期追

跡調査を通じて、社会経済的地位と心理的ストレスの関連性を検討することを目的とした。

【対象と方法】NIPPON DATA2010 の 2021 年追跡調査において、自己記入式質問票を用いて K6
スコアを評価した。11 年間にわたる雇用状況と K6 スコアの変化との関連性を検討した。多重回

帰分析を用いて、雇用区分、世帯年収、婚姻状況、世帯人数を含む様々な社会経済的要因におけ

る K6 スコア変化の粗差および調整後の差を推定した。分析は、年齢、性別、都道府県の人口規模

ごとに層別化して行った。

【結果】本研究の対象者は 1,532 名、平均年齢は 54.9 歳であった。2010 年～2021 年の 11 年間に

わたり、性別および年齢層を問わず、参加者の K6 スコアの平均値は上昇した（男性：2.79 から

3.06、女性：3.15 から 3.56、65 歳未満：3.27 から 3.47、65 歳以上：2.37 から 3.08）。特に主婦など

の非就業者は、フルタイムの就労者と比較して K6 スコアの有意な上昇を示した。この傾向は、特

に女性、若年層、人口密集地域在住者において顕著であり、年齢との間に有意な交互作用が認め

られた。

【結論】過去 11 年間、非就業者、特に主婦（主夫）は、フルタイムで働く人々と比べて、より大

きな心理的ストレスを抱えてきた。社会的つながりの強化や遠隔メンタルヘルスサービスなどの

公的介入は、こうした格差を緩和し、精神的な健康状態を改善し、帰属意識を育むのに役立つ可

能性がある。
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